
１
年
次

１
年
次・２
年
次

１
年
次

１
年
次・２
年
次・３
年
次

科目群の主な学習・教育目標
前学期 後学期 後学期

博 士 後 期 課 程

前学期

①電気電子工学分野の原理・原則に関する深い知識と応用力 
電気電子工学分野の重要基礎科目である電気応用数学、電気磁気学、電気電子回路を学び、それらをベー
スとした応用力を身につけ、さらに社会の中で極めて幅広く活用される電気電子工学の先端技術について学
び、将来の技術革新に対応できる見識と学術基盤を形成できる。

②関連分野あるいは異分野に関する幅広い知識を活かしたイノベーション創出能力 
電気電子工学分野あるいは異分野に対して相互に応用できる能力を身につけ、社会における高度な専門関
連技術としてそれらを積極的に活用でき、最先端技術の創成・開拓を可能にする能力を有することができる。

③直面する問題から本質的技術課題を抽出し、電気電子工学の知識・技術を活用して
　それらを解決できる能力 
従前の技術および現状における技術的問題を分析し、将来的な課題を設定・解決できるとともに、電気電子
工学的諸問題に対して問題発見の能力、問題解決の能力を有効に発揮し、幅広い分野での技術の応用を推
進することができる。

④文献・実地調査、仮説の設定と検証などを行う能力、プロジェクト遂行能力 
電気電子工学の最先端技術を研究するにあたり、文献・実地調査などを実施する調査能力、分析能力を有
し、将来的な技術の方向性を的確に推察し、プロジェクトの方向性を見極めるとともに確実に遂行する能力
を有することができる。

⑤コミュニケーション能力、リーダーシップ能力などの社会・人間関係スキルに基づく専門応用能力 
技術者としての高い倫理観を養うとともに、コミュニケーション能力、リーダーシップ能力を有し、それに基づ
いた高度専門応用能力を社会・人間関係の中で十分に発揮し、地域及び地球規模の視点から人間性豊かな
エンジニアとして活躍できる。

博 士 前 期 課 程

● 電気磁気学特論 ② ● 電気電子工学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● 電気電子回路特論 ②

● 電気応用数学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● コンピュータ応用工学特論 ②

● 無線通信工学特論 ②

● 量子力学特論 ②

● エネルギーデバイス工学特論 ②

● システム制御工学特論 ②

● 電力システム工学特論 ②

● 信号処理特論 ②

● 電力・エネルギー統合特論 ④ ● 光・電子デバイス統合特論 ④

● 電気機器・制御統合特論 ④ ● 音響・映像統合特論 ④

● エネルギー材料・デバイス統合特論  ④

● 通信・電波統合特論 ④

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅰ ※

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅱ ※

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅲ ※

● 電力・エネルギー工学研究 ⑫ ● 電力・エネルギー工学特殊研究 ④

● 電気機器・制御工学研究 ⑫ ● 電気機器・制御工学特殊研究 ④

● エネルギー材料・デバイス工学研究 ⑫ ● エネルギー材料・デバイス工学特殊研究 ④

● 光・電子デバイス工学研究 ⑫ ● 光・電子デバイス工学特殊研究 ④

● 通信・電波工学研究 ⑫ ● 通信・電波工学特殊研究 ④

● 音響・映像工学研究 ⑫ ● 音響・映像工学特殊研究 ④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究 ○付数字は単位数を表す
いずれか1科目を選択し、必修とする いずれか1科目を選択し、必修とする
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工学研究科　電気電子工学専攻
G r a d u a t e  P r o g r a m  i n  E l e c t r i c a l  E n g i n e e r i n g  a n d  E l e c t r o n i c s
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電気電子工学専攻では、以下の能力を身につけ、修了要件を満たした大学院生に修士（工学）の学位を授与する。
① 地域及び地球規模の視点から社会の諸問題を発見し、電気電子工学の知識・技術を活用してそれらを解決できる能力
② 創造性を発揮する電気電子工学に関する専門的能力とイノベーション創出能力
③ 電気電子工学の知識を基盤として、世代・分野・文化を超えたコミュニケーション能力とリーダーシップ能力
④ 高い倫理観を持ち、電気電子工学技術者として活躍できる能力

　工学研究科　電気電子工学専攻の学位授与に関する方針
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博 士 後 期 課 程

前学期

①電気電子工学分野の原理・原則に関する深い知識と応用力 
電気電子工学分野の重要基礎科目である電気応用数学、電気磁気学、電気電子回路を学び、それらをベー
スとした応用力を身につけ、さらに社会の中で極めて幅広く活用される電気電子工学の先端技術について学
び、将来の技術革新に対応できる見識と学術基盤を形成できる。

②関連分野あるいは異分野に関する幅広い知識を活かしたイノベーション創出能力 
電気電子工学分野あるいは異分野に対して相互に応用できる能力を身につけ、社会における高度な専門関
連技術としてそれらを積極的に活用でき、最先端技術の創成・開拓を可能にする能力を有することができる。

③直面する問題から本質的技術課題を抽出し、電気電子工学の知識・技術を活用して
　それらを解決できる能力 
従前の技術および現状における技術的問題を分析し、将来的な課題を設定・解決できるとともに、電気電子
工学的諸問題に対して問題発見の能力、問題解決の能力を有効に発揮し、幅広い分野での技術の応用を推
進することができる。

④文献・実地調査、仮説の設定と検証などを行う能力、プロジェクト遂行能力 
電気電子工学の最先端技術を研究するにあたり、文献・実地調査などを実施する調査能力、分析能力を有
し、将来的な技術の方向性を的確に推察し、プロジェクトの方向性を見極めるとともに確実に遂行する能力
を有することができる。

⑤コミュニケーション能力、リーダーシップ能力などの社会・人間関係スキルに基づく専門応用能力 
技術者としての高い倫理観を養うとともに、コミュニケーション能力、リーダーシップ能力を有し、それに基づ
いた高度専門応用能力を社会・人間関係の中で十分に発揮し、地域及び地球規模の視点から人間性豊かな
エンジニアとして活躍できる。

博 士 前 期 課 程

● 電気磁気学特論 ② ● 電気電子工学特論 ② ● 企業価値とイノベーション ②

● 電気電子回路特論 ②

● 電気応用数学特論 ②

● リサーチインターンシップ ④

● コンピュータ応用工学特論 ②

● 無線通信工学特論 ②

● 量子力学特論 ②

● エネルギーデバイス工学特論 ②

● システム制御工学特論 ②

● 電力システム工学特論 ②

● 信号処理特論 ②

● 電力・エネルギー統合特論 ④ ● 光・電子デバイス統合特論 ④

● 電気機器・制御統合特論 ④ ● 音響・映像統合特論 ④

● エネルギー材料・デバイス統合特論  ④

● 通信・電波統合特論 ④

● コーオププログラム ④

● コーオププロジェクト ②

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅰ ※

● コーオププロジェクト ②

● コーオププログラム ④

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅱ ※

※特別講義の単位数・開講期はその都度定める

● 電気電子工学専攻特別講義Ⅲ ※

● 電力・エネルギー工学研究 ⑫ ● 電力・エネルギー工学特殊研究 ④

● 電気機器・制御工学研究 ⑫ ● 電気機器・制御工学特殊研究 ④

● エネルギー材料・デバイス工学研究 ⑫ ● エネルギー材料・デバイス工学特殊研究 ④

● 光・電子デバイス工学研究 ⑫ ● 光・電子デバイス工学特殊研究 ④

● 通信・電波工学研究 ⑫ ● 通信・電波工学特殊研究 ④

● 音響・映像工学研究 ⑫ ● 音響・映像工学特殊研究 ④

●　関係科目　　●　専修科目（修士研究）　　　　　　●　主要科目　　●　特別科目　　●　特殊研究 ○付数字は単位数を表す
いずれか1科目を選択し、必修とする いずれか1科目を選択し、必修とする
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「電気」は最もクリーンで制御しやすいエネルギーであり、「電気」の発生から応用までを幅広く学ぶ電気電子工学分野は、地球環境と調和した高度技術化社会を形成
する上での根幹をなす重要な学問領域である。本専攻では、「電力・エネルギー」、「電気機器・制御」、「エネルギー材料・デバイス」、「光・電子デバイス」、「通信・電波」、
「音響・映像」の6つの学問領域を中心として基礎、応用を学び、新しい技術について研究する。電気電子工学分野に関する高度な学識レベルと豊かな人間性を備え
た、創造性に富む国際的に活躍できる研究者、技術者を育成する事を目標とする。

　教育目標


